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要旨 

現代エジプトと日本においては、教育機会における男

女間格差は基本的にない。後期中等教育、高等教育段階にお

いても男女間での進学機会の相違はみられない。しかしなが

ら、歴史的にみれば、特に初めて近代的な教育制度を導入し

た段階において、女子が教育機会において恵まれていなかっ

た。初等教育でも、女子の就学率は非常に低かった。また、

女子の中等教育を受ける機会は限られていた。高等教育を受

ける女性はほぼゼロに近かった。この状況の中でエジプトの

ナバウィア・ムーサと日本の津田梅子が登場し、女子教育の

向上に苦労し、自国に私立女子学校を開設し、生涯にわたっ

て女子教育を支援しました。本研究では、ナバウィアと梅子

の生涯と、女子教育を支援する彼らの思想と努力に光を照ら

して、現代史における両者の体験の類似点と相違点を明らか

にし行きたいと思っています。 
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Abstract:  

When we look at educational opportunities for girls and boys 

in the present era, we may not find significant differences between 

the genders in educational opportunities in Egypt and Japan at 

various educational stages, whether in compulsory education or 

subsequent stages, including secondary education and even higher 

education. However, this was not the case in the modern era. Girls 

did not enjoy the same educational opportunities as boys, especially 

at the initial stage when the modern education system was 

introduced. The enrollment rates for girls in primary education were 

very low, their opportunities for secondary education were limited, 

and the number of women receiving higher education was close to 

zero.In this situation, Nabawiyya Musa from Egypt and 

UmekoTsuda from Japan emerged, dedicating their lives and 

struggling to improve girls' education. They established private 

schools for girls in their respective countries and supported girls' 

education throughout their lives. This study aims to shed light on the 

lives, ideas, and efforts of Nabawiyya and Umeko in supporting 

girls' education, highlighting the similarities and differences in their 

experiences in modern history. 
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ⅰ．はじめに 

明治維新前に女子の教育は主として家庭内で実行されたものである

。明治維新後に女子の教育は学校でという場においての制度の下で

実行された。 

戦前で旧制大学や女子専門学校に進学する女性はほんの１から

２％にすぎなかった。 

明治時代にいたっては、高等教育を受ける女性はほとんど０にちかい。

男性にとっては中等教育であった旧制中学校と同じ水準である高等

女学校が、女性にとっての高等教育機関とみなしてよかった。高等女

学校に進学する女性も明治・大正代では同年齢の5％前後にすぎな

かった。戦前の日本では女性には高等教育は排除されていたと言って

も過言ではない1。 

一方では、20世紀初頭、エジプト社会は変容を迎えつつあった。191

7年までに主要都市の男性識字率は33パーセントに達した。女子学校

の設立も拡大し、様々な種類の学校が設立された。1917年から1924

年にかけて、女子学校の数は目に見えて増加した。初等学校は、1917 

年の71校（学生数6931名）に比べ、1924年には、162校（1万6365
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名）に、地方学校は、336校（7986名）から、446校（1万6504）、

専門学校は２校（133名）から７校（1000名）になった

2。1906年から女性のヨーロッパへの派遣が始まった。当初の設立目的

は、家庭科、子育て、言語学習、体育の分野に限られていたが、1926

年以降は、医学、教育などの分野も学習するために女性も留学できる

ようになった3。 

現代でこそ年齢が18歳の女性の内、５０％強が大学か短大という

高等教育機関に進学している時代である。しかし、それが一朝一夜で

実現されたわけではない。女性の教育の歴史を顧みると現在の女性の

教育あんな恵まれた状況を達成するための女性教育の変革を担った女性

たちの巨大な努力や苦労がわかるようになると思います。本研究では、

エジプトと日本において女性教育や女性の向上を訴えた先駆者である津

田梅子とナバウェヤ・ムーサの当時の女性たちの教育における彼女らの努

力や業績に光を当てたうえ、彼女らの思想を比較し、それぞれの類似

点と相違点を明らかにしたい。 

本研究の目的、方法としては、両者が書いた書簡や書籍と両者を扱

った参考文献を通して、2 

人が女性教育の改革にと ゙のように貢献していったかを、解釈し説明す

るという個人史的アフ ゙ローチをとりなか ゙ら、明治やエジプトの１９世紀

の「近代化」という文脈の中て ゙、日本とエジプトに生きた、先駆者て ゙あ
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る津田梅子とナバウェーヤ・ムーサの体験2 

人の類似点と相違点を検証していく。 

１．日本とエジプトにおける女子教育 

1.1．明治期の女子教育 

a.江戸時代の寺子屋 

江戸時代において、諸藩に藩校が設けられ、庶民の子供たちは漢

学塾、寺子屋等に通った。不規則ながら多少の教育は以前より行き

渡った。とはいえそれは主に、中流階級のことでる。つまり富岳のものは

甚だおおかった。特に女子教育はほとんど無視されていた。女子だけの

学校はない、上流の女子はわずかに家庭で教育を受け、一般の女子

の少数は寺子屋で『住来』『節用』『女誡』『女実語教』『女今川』『女

孝経』『女四書』などの伝統の婦道を教えられた

4。すなわち、当時、女性に教育を与えるべきではないとする思想が一

般で女性は男性に従うものとして理解されていたと言いえる。 

b.明治時代の女子の教育 

明治維新の新政府は様々な制度改革を行い、近代国家への道を

歩んだ。その一つの分野が教育制度の改革である。1872年（明治五
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年）に学校制度

5を実施することを宣言し、小学校教育をできれば全員の国民に受けさ

せようとした。「文部省において学制を定め、追々教則をも改正し布告

に及ぶべきにつき、自今以後一般の人民華士族農工商及婦女子、

必ず邑に不学の戸なく家に不学の人なからしめんことを期す。人の父

兄たるもの宜く此意を体認し、基愛育の情を厚くし、其子弟をして必ず

学に従事せしめざるべからざるなり。高上の学に至りては其人の才能に

任すと雖ども、幼童の子弟は男女の別なく、小学校従事せしめざるも

のは、其の父兄の越度たるべき事

6」明治の新政府は、豊かな国を建てるためには有為な国民を育てるこ

とが不可欠であり、その第一歩のためにも教育が必要であると考えられ

たのである。学校教育の普及が重要と判断されたのである。江戸時代

と異なる点は、男子のみならず女子に関しても教育の必要性を重視し

たことにあり、女子も男子と等しく教育を受けなければならないと新政

府は考え。 

明治新政府が小学校教育の普及に努め、小学校の増設を図った

のである。しかし、小学校で学ぶ生徒の数は明治時代の初期ではかな

り低く、特に女子の間で小学校の生徒の数は非常に低かったのである

7。しかし、明治の中期頃就学率は50%以上になって末期ごろ、95%以
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上になりました。また、明治初期にも高女性のための高等教育が導入

された。ただし、当時の高等教育といっても現代の水準で中等教育を

意味する。1886年には明治政府の初代の文部大臣である森有礼は

中学校令を宣言し、男子の中等教育制が定められたしかし、女の中

等教育制は1899年に背一定されたのである。つまり男子より訳13年遅

れた。女子の中等学校は小学校と同様に明治時代の初め頃少なくて

生徒数も少なかったですが中期と末期に増加したのである。 

明治初期の頃、キリスト教の女性宣教師はキリスト教の布教の目

的で日本に渡来し、至る所で私塾を開き、英語と欧米文化を日本の

女子に教え込んだ。それはミッション・スクールのことである。ミッションスク

ールを抜きにしては高等女学校の教育を語れない。当時私立ミッション

系の女学校はユニークな特色を持っていた。ミッションの特色はモダン、

ハイカラ、西洋かぶれのであるといえる。当時のミッション・スクールを次の

三つに分けられている。「①外国ミッションが経営し、校長なども宣教で

あるし、英語を主として教えた。②経営者や校長が日本人であり、教

育もそれほど欧米化しない。③ミッションから離れて、日本におけるキリ

スト教を中心として日本的教育を行う」

8。明治10年代から20年までは、ミッション女学校は上層階級の女子を
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中心にして人気が高く、英語や欧米文化を教える学校として社会での

認識度と人気度は高かった。しかし、明治時代の半ば頃日本の政策

の変化とともに女子教育も変容した。国家主義が強まったにつれ、キリ

スト教への批判が登場し、西洋文化の象徴の一つであるキリスト教を

排除する思想が台頭してきた。また、文部省は日本古来の伝統に忠

実な姿に回帰するような教育方針をとらえた。結果として日本社会で

のミッション・スクールの役割は縮まった。文部省は良妻賢母の教育方

針を採用することとなった。 

1.2．19、20世紀のエジプトの女性の教育 

ムハンマド・アリーは1805年エジプト総督として任命された。彼が富国強

兵策を実施し、国力の充実を目指した。近代化への道を歩みました。

強い国家を建設するために、教育者が不可欠であることを認識したモハ

ンマド・アリーはエジプトで学校教育の普及に努め、積極的に派遣運動

もはじめた。しかし、開設された学校は男子向けばかりだった。当時女

子教育はほとんど無視されていた。当時エジプト社会で「家内を治め、

子を産む器に過ぎない女性に読み・書きを教える必要がない」、「巧妙

・狡猾・おべっか使いなどが女性の本質である」、また「知的に不十分な

ので女性の見解は信頼できない、女性に読み書きを教えるのはラブレタ

ーを書くなどの不道徳な行為をもたらす原因となるかもしれない
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9」という考えは一般だった。こうした考え方に基づいて、女性の教育が

禁じられたのである。しかし、モハマッド・アリーの娘が家庭で、アラビア語

とコーランと伝統的な教育だけでなく、ヨーロッパ人教師

10からもヨーロッパの学問も学んだ。従って、上流階級の家庭はそれをま

ねて、同じことを行った。中流階級、下層階級では、ごく少数の少女た

ちがクッタブ11または家庭で、コーランの朗通を習っていた。 

また、当時の習慣では、男性医者は女性の患者に近づくことが禁じら

れていた。そこで、モハマッド・アリーの在任期間中の1832年に女性患者

が医療できるように、女性の医師を養成するという目的で若い女性に

近代医療の基礎を教授するために中東初の女性のための公的教育

機関12である助産婦学校を設立された

13。助産婦学校以来、女子のための国立学校がなかった。「学校はあ

らゆる進歩の基礎である」と宣言したへディーブ・イスマーイールは即位後

、教育委員会を設置した。同委員会は、女子のための学校も含めエジ

プト中に学校を設立することを推奨した。1873年、イスマイール総督の

妻であるジャセン 

エッファットjaseneffatの寄付によって女子のための最初の小学校である

アルシヨウフェヤAlsyoufeya学校を翌74年にはカルビヤKarbya女子高
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等学校も開設された。1875年、国立小学校に通っていた5362名の生

徒の中で、約890名が女生徒であった。19世紀の終わりごろになると、

女子学生の存在は、世紀の転換期における社会の大きな特徴となっ

た。1897年には、エジプトで、読み書きのできる女性の数は、ヨーロッパ

人を含めて、3万1200人と推定された14。 

20世紀初頭、エジプト社会は変容を迎えつつあった。1917年までに主

要都市の男性識字率は33パーセントに達した

15。女子学校の設立も拡大し、様々な種類の学校が設立された。191

7年から1924年にかけて、女子学校の数は目に見えて増加した。初等

学校は、1917 

年の71校（学生数6931名）に比べ、1924年には、162校（1万6365

名）に、地方学校は、336校（7986名）から、446校（1万6504）、

専門学校は２校（133名）から７校（1000名）になった

16。1906年から女性のヨーロッパへの派遣が始まった。当初の設立目的

は、家庭科、子育て、言語学習、体育の分野に限られていたが、1926

年以降は、医学、教育などの分野も学習するために女性も留学できる

ようになった17。 

2.津田梅子とナバウェヤ・ムーサの生涯 

2.1津田梅子 
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次に現在の津田女子大学の創設者である津田梅子の生涯を辿って

いきたい。 

 

津田梅子は1864年に幕府藩士の津田仙の二女として生まれた。父親

は洋楽を学んだのでオランダ語,英語に強く、かつ農学に優れていたので

子供の教育にも熱心だったことがうかがえる。梅子は４、5歳になったこ

ろからよみかきを塾で学び始めた。 

1871年、明治維新政府は欧米の先進文化に学ぶために、政府

の中枢メンバーを欧米に派遣した。岩倉使節団と呼ばれた一行

は、岩倉具視、大久保利通をはじめとする政府の要人が約２年

間、欧米を視察して、新しい日本の国造りのモデルを探そうとした

。実は、この使節団に５人の女性が加わっていた。その一人が、

日本の女子教育の先駆者としてみなされる津田梅子である。梅

子は５人の中で最年少で、太平洋横断中に７歳の誕生日を迎

えた。５人の女性は、乗船時の年齢が１４歳（２人）を最年

長に、１１歳、８歳、６歳という少女たちであった 18。 

女子留学は、北海道開拓使次官の黒田清隆の提案で実現した

ものである。開拓には有能な人材が必要であり、有能な人材を
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育てるには教養ある母親が不可欠である。そのために女子教育を

振興すべきであるという趣旨に基づいていた19。  

７歳になったばかりの梅子にとって、幸運だったのは子供がなか

ったランマン夫妻に預けられたことだった。夫妻は普通親が子供に

与えうるあらゆるものを梅子に与え、10年以上の長きにわたって

梅子を見守り、その成長の芽を大きく育んだ。梅子はランメンの

家に落ち着いたら、町の「カレジェーと・インスティテュート」（Colle

giate 

Institute）という私立学校に入学した。そして1873年の夏休み

になると、ランマン夫妻を感動させるできごとが起こった。梅子がキ

リスト教の洗礼を受けたいと申し出たのである

20。「数歳年上の米国少女よりも優れている」梅子は1878年の夏

スティブンソン・セミナリーを出てその秋アーチャー・インスティチュート

Archer Instituteへ入学した

21。アメリカ留学の10年が過ぎ、北海道開拓使から帰国の命令

を受けた。梅子は滞在を１年延期し、その後、計11年間のアメリ

カ生活を終え帰国した。滞在延期の１年の間に、開拓使は 

解散されてしまった。つまり、女子留学を計画した役所そのものが

消滅したのである。  

帰国して適当な仕事がなかった梅子は、1885年、明治政府の最高
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実力者だった伊藤博文の勧めで華族女学校の教師となり、その後学校

に在籍したまま再度アメリカへ留学した。梅子はブリンマー大学で少人数

制の質の高い教育を受け、水を得た魚のように勉学に励み、すばらしい成

績をおさめました

22。アメリカに残って、生物学の研究を進める道もありましたが、梅子は女

子高等教育のための学校を作りたいという思いを胸に、約3年間の留学

を終えて日本に帰国します。「東洋の女性は、地位の高い者はおも

ちゃ、地位の低い者は召使いにすぎない」と梅子は述べている。

男性のおもちゃ、召使いにすぎない日本の女性の地位向上のた

め、教育が不可欠である。梅子の使命感は、徐々に具体的な形

となって現れ始めた。７歳でアメリカ留学という希有な体験も、こ

れからの日本の女子教育においてこそ生かされるものと確信する

ようになる。  

 

女子教育に向けられた情熱は、一教師としての立場の限界を感

ずるにつれ、女性のための学校建設に向かうようになる。男性の

考える女子教育ではなく、女性が主導する女性のための女子教

育。リンカーンの言葉をもじって言えば、「女性の、女性による、女



 Journal of Middle East Research vol One Hundred Nine - March 2025 

 

Fifty year - Vol. 109 March 2025 41 

性のための教育」というものを目指したのである。 

しかし梅子の目指した女性の立場は、当世流行のフェミニズムと

は、一線を画するものである。女性の権利を主張し、要求する前

に、女性が自らを高めなければならないというのが梅子の信念で

ある。闇雲に権利を主張する女性は、逆に女性の尊厳を損なう

ことになる。梅子が目指していた女性像は、聡明で公平な判断が

でき、責任感に溢れ、能力がある、それ故に家庭では夫から尊敬

され、社会から必要とされる女性であった。  

アメリカにいる頃、共に留学した日本の女子留学生仲間と語り

合った夢があった。日本に帰ったら自分たちの学校を作ろう。最年

少の梅子の情熱が、少女たちの漠然とした夢を実現させた。１

９００年、梅子３５歳の時、念願の女子英学塾が創立され、

私立学校令に基づき正式に認可を受けた。後ほど女児英学塾

は津田学塾と改名して塾経営が整った頃健康上の理由で塾長

を辞任し、長期の病気と闘った後1929年 

に64歳で死去した。  

2.2ナバウェーヤ・ムーサ 
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1886年にシャルキーヤ県の県都であるザガジーグで生まれた。ナバウェー

ヤの生まれの二ヶ月前、父親ムーサ・ムハメッド氏はスーダンのマフディ運

動の時、エジプト軍の将校としてスーダンへ派遣された。エジプトに戻ら

ずそこで亡くなった。未亡人になった母親はナバウェーヤと兄モハメッドを

連れてカイロへ引っ越したのである。6歳から兄に読み書きの基礎を教わ

れて1899年に、中流階級出身のナバウェーヤ・ムーサは、母親の反対に

もかかわらず、自分の粘り強さでサニーャ教員養成学校に入った

23。理解力は年上の少女に優れていて同い年の子より優秀である

24ナバウェーヤは1903年に小学卒業資格を取得し、1906年に、サニーャ

教員養成学校を卒業してアッバース小学校でアラビア語の教師となった

。同年彼女は新聞に文学的、社会的、教育的な記事を刊行し、『少

女の教育とその成果』という教科書を作成した。また、1908年に公開さ

れた国民大学（現在のカイロ大学）で上流階級の女性たちの教育を

深める講義をした。 

当時女生たちは、教師として男性と同様に働いていたにもかかわらず、

給料が男性の半分であった。それは高校の卒業資格（バカロレア）を

習得しないためだと知ったナバウィーヤは、家父長制に対して挑戦し、男

子に限られた高校（バカロレア）の受験を決意した。しかし、文部省の
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イギリス人顧問ドグラス・ダンロップは、彼女が女性であることを理由に、

彼女の受験を認めなかった。しかし彼女はあくまでも意志を貫き、1907

年に受験すると見事に合格を果たし、高校の卒業資格を収得した。こ

のことは世間の大きな関心を集め、新聞でさかんに報じられた。 

上記のように、彼女は、最初のエジプトの女性として、高校卒業資格

を収得し、男性と同等に給料をもらえるようになった。というよりむしろ、

当時彼女は、エジプトの教育界では紅一点であった。彼女は一生一

貫して男女同等を目指し、女性の教育と労働において先駆的な役割

を果たした。1909 

年、エジプト地方の1つであるファイユームのモハマッディーヤという女子小

学校の最初の女性の校長になった。彼女は、学校の経営に手腕を発

揮し、有能な教師だという評価を得た。その結果、任命されたわずか4

ヶ月後で、学校の学生数が二倍以上増加した。しかし当時のファイユー

ムのモデリア長は女性の教育や仕事を反対論者であった。ナバウェーヤ

を虐めて迷惑をかけた。彼女の仕事を妨げた。結果としてナバウェーヤは

辞職した。1910年にアハマド・ロトフィー・エルサイドの勧めでマンスーラ女

子高等師範学校の校長になった。また、任命されたあと学校は、上位

を占めた。しかしファイユームのモデリア長はマンスーラのモデリア長になっ

てナバウェーヤを解雇した。1912年ナバウェーヤは法学部に入学ができた
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が教育省の反対で退学した。1916年にはアレキサンドリアのワルディアン

女子高等師範学校の校長になった。そして1920年には女性向上組織

と協力して寄付金を募集してアシュラーフ女子小学校を創立した。同年

彼女の『女性と労働』を出版した。後述のように1923年エジプト人女性

の代表が国際女性参政権同盟のローマ国際会議に招待されて、ナバ

ウェーヤは代表団の一員としてイタリアへ行った。1926年教育省での仕

事を退職した。1930年に自分のアシュラーフ学校のカイロ支店を創設し

た。1951年に65歳で死去した。死去するまでナバウェーヤは女性の教育

や向上に一生を捧げた。 

３.津田梅子とナバウェーヤ・ムーサの功績 

次に「アメリカ化日本の女性」と呼ばれた津田梅子と「教育の母」とみ

なされたナバウェーヤ・ムーサの功績を辿ることを通して両者の女性に対し

ての思想を明らかにしていきたい。 

 梅子は2 

回目のアメリカに滞在している間『日本の女性』という書物の執筆にア

メリカ人であるアリス

25と協力した。内容は女性の結婚年齢、教育、家族制度、階層、地
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域、職業なと ゙の多様性を考慮し、当時の日本人女性について偏りの

ない視線て ゙描かれた。日本の教育の問題についても言及している

26。以上の書物の書く作業の中て ゙アリスと日本女性について語り合い

ながら梅子は次のような考えを示した。「維新後二十4年になるが、日

本はまだまだ古い習慣に囚われて、女子に教育の機会をあたえぬ。近

来女学校も増やしては来たが、男子の中学校に比べてみるとはるかに

数も内容も劣っている。高等教育に至っては、教員養成を目的とする

女子高等師範学校のほかにはない。天賦の才能を持ちながら、教養

の機関を欠くために、十分それが伸ばせないのは、啻に当人の不幸の

みか、社会的に考えても計り知られぬ損失で、「住いて地を堀り主人の

銀を蔵す」ような結果になる。時勢は刻々進み、男子の教育は目覚ま

しい進歩を示している。独り女子教育のみその途の開けぬということは、

甚だ不合理なことである。のみならず少数ながら目醒めた女性はすでに

高等教育を望んでいる。否新しい日本が教育ある婦人を求めている。

女子に教育の機会を与えよ。生きるべきものは生まれて来る。あるいは

ここには私の生涯の事業はあるまいか27」。 

日本の女子教育の必要性を強く痛感した梅子は、普通の日本女性

では容易に得られない教育機会を与えることができた。彼女が自分の

帰国後に代わりの留学生を送るための資金を集めることを決めた。この
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資金集めに際し、モリス夫人に協力を得て資金集めのための委員会を

設立してもらい、日本夫人米国奨学金の名て ゙募金を開始した。新聞

に次のような記事をのせた。この奨学金によってアメリカの大学て ゙学ひ ゙

、留学後女子専門学校の校長や女子英学塾の教授なと ゙になった女

性は多かった。梅子のおかげで彼女らは女子教育の担い手でリータ ゙ー

となった。 
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20梅子に洗礼を授けたペリンチーフ牧師は梅子につぃて次のように述べる

。「私は彼女が取り分け鋭敏であることを附加えて置きたい。それは宗
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に優っている。（中略）第一彼女は天分の子供である。さればこそは

るばる米国へ送られた。次にはこういう境遇に置かれたので、周囲のも

のは絶えず彼女の発達を促し、天賦の才はますますすみがかれる。最

後に彼女は多く旅行しその見聞を広めている。持てるものは尚多くを与

えられる」。同上94頁。 

21この学校では普通学科のほか、心理、星学、英文学などを教え、語

学としては仏語のほか、ラテン語などをも課していた。梅子は同い年の

子より優秀で教師は米国の少女以上であると認めていた。教授は梅

子に与えた証明書には次のように記された。It gives us pleasure to state 

that Miss Tsuda’s progress in Latin, Mathematics, Physics, Astronomy and French has 

been much in advance of her class, she having a clear insight into all the branches to 

which she has devoted herself 同上127頁。 

22ブリンマー大学の学長ローヅから次のような照明を与えられた。 

President’s Office  

Bryn Mawr College. 

 Bryn Mawr, Pa.6Mo. 28, 1892. 

To whom these may come, Greeting. 

Miss Tsuda has been a student in this college for two years and a 

half, ending June 2nd, 1892. During this period, she pursued studies 
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in History, Biology, English Literature, Chemistry, Political 

Economy, and Philosophy. 

In all these she was an intelligent, apt and diligent student, and 

received high grades for almost all her works. Miss Tsuda has been 

especially successful in the study of Biology and Chemistry and 

understands the underlying principles of these sciences. Miss Tsuds 

has an extraordinary command of the English language, both in 

speech and writing and is peculiarly fitted to teach it. Miss Tsuda 

has shown at this college all the virtues that grace and adorn the 

womanly character, and bears with her the honour, esteem and 

kindly regard of all the officers and students of the college. 

 Signed James E.Rhoads 

President of the College, and of the Board of 

Trustees.同上167、168頁。 

23Abu Elesad, Mohamed.NabawiaMousaWadawraha fi alhaya al-misreya. Al-haya’a 

al-Misrĩyahala،amalilketab .2005年、7,8頁。 

24Mousa, Nabaweya.Tareekhibeqalami.molataqa al-mar'awa al-

zakera.1999年、28,29頁。 

25アリス・ベーコンは梅子より 6 

歳年上て、゙ヴァッサー・カレッシ出゙身てあ゙り捨松と同級生だった。梅子は華族女学校の英語

教師に彼女を推薦した。 

26collaboration 

27吉川利一『津田梅子』中央公論社、1990年、161、162頁。 
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  Miss Ume Tsuda a Japanese lady who is a special student at 

Bryn Mawr College, is trying to raise a fund of $8000, to found a 

scholarship which will give Japanese women a four years’ training 

in America as teachers for Japanese girls. Many of these women 

would gladly devote themselves to the cause of woman’s education, 

if they could be fitted for it, but they have few opportunities for 

study, as none of of the higher institutions in Japan are open to 

women, and they have not the means to go abroad for study. If they 

could be properly trained, they would be far better adapted to such 

work than any foreigners, as they better understand and could reach 

their own country.27 

 

そして、1892年に大隈重信と伊藤博文から依頼を受け、梅子は米国

コロラト ゙州テ ゙ンウ ゙ァーて ゙開催される万国婦人連合大会に日本婦人

の代表として出席することになった。この大会て ゙梅子は挨拶を任された

27。その中て ゙梅子は、女子教育か ゙広まり女性の地位か ゙高まることて

 ゙真の対等て ゙男性の良き協力者となると述べた。この梅子の演説は

翌日の新聞に掲載され話題となった。 

米国で2回にわたって１５年間の留学機会で恵まれた梅子は常に日

本人女性と米国人女生とを比較し、日本人女性の向上を目指した。

アリスに打ち明けた夢を1900年に実現できた。1900年には彼女が華族

女学校を退職し、アリスや明治女学校の同僚の協力を得て女子英学
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塾を開校した。以下にこの学校の目的や梅子の女子教育観を述べて

いきたい。 

一方では、梅子と違って外国の留学機会で恵まれていない、イギリスの

植民を反対したナバウェーヤは、早い時期から女性に対しての従来の考

え方や習慣に対して反抗感を持った。 

13歳で母親の反対にもかかわらず、密かに貯金したお金で授業料を支

払ってサニーャ教員養成学校に入学した。卒業してアッバース小学校で

アラビア語の教師となったが男性より給料が安かったことが不公平と思

って、当時の家父長制を挑戦し、男性に限られた高校（バカロレア）

高校の卒業資格を収得した。結果として、彼女の給料が男性と対等

というよりむしろ当時新人男性よりも高かった。男性の恨みを売ったナバ

ウェーヤは、一歩を進んで男性に限られたアラビア語を教えられるように

なった。 

ナバウェーヤは若い頃から当時の新聞にイギリスの植民地主義支配の

下の教育制を批判する記事を刊行した。このようなことも彼女に相次い

で問題を起こし、彼女の仕事を妨げたと言える。 
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1920年には、『女性と労働』という書物を著して女性教育や女性の向

上を論じた。同年に当時の女子学校の教育制を満足しなかった彼女

はアシュラーフ女子小学校を創立し、経営し、女性教育に全力を尽くし

た。彼女が創設した学校はすべて上位を占めた。 

1923年にはエジプト人女性の代表者としてイタリアで行なわれた国際

女性参政権同盟のローマ国際会議に参加してエジプト人女性の向上

や権利を訴えた。 

1937年にアルファター『少女』という雑誌を創刊した。ここには教育制問

題点を論じ、当時女性の状況や育て方についての記事も掲載した。 

４.津田梅子とナバウェーヤ・ムーサの思想 

次に津田梅子とナバウェーヤ・ムーサの女性観や女性教育観を明らかに

していきたい。 

４.1津田梅子の思想 

7歳から11年にわたるアメリカの留学から帰国した梅子は日本社会での

女性の地位の低さ

27や男性に依存した生き方に驚き、日本人女性の地位を向上させ、教

育させる必要性を認識した。女性の地位を改善するためには教育が不

 



日本とエジプトにおける女子教育改革の一考察―津田梅子とナバウェーヤ・ムーサ―比較研究 

Safaa Nour 
     

 

 Fifty year - Vol. 109 March 2025 

 

54 

 

可欠であることが分かった。日本女性は階級を問わず男性のおもちゃと

か召使いにならないように教育させなければならない。 

  When I returned home after my first visit to America, which 

was before any real movement had been for the education of 

women, I was especially struck with the great difference between 

men and women, and the absolute power which the men held 

…Hence there was an utter lack of independent spirit…I want to 

speak of the need of education for women of the upper classes. We 

should expect them to have the greatest influence. Yet they are the 

one who are the most backward in the present progressive 

movement. Living in their secluded homes, they are the hardest to 

be reached by Christian missionaries, or by the advocates of the new 

education, who like myself, believe that woman has a more serious 

part to play in the world than to be a mere ornament for the home, or 

plaything for the man.27 

 

梅子は女子英学塾設立の目的は英語教員の養成するとともに、日

本人女性の自立・活躍を促すことであった。また、当時ミッションスクー

ルなと ゙て ゙英語は外国人教師によって教えられていた。多くはキリスト

教を布教という目的を持っていた。梅子は彼女たちに対して批判的て ゙

あった。キリスト教普及を恐れていた上流階級の人々にはなかなか受け

入れられないそこで、英語を教えられる日本人女性教師増えることや
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人材の育成することか ゙、ます ゙女子教育の開拓に不可欠た ゙とし、女

子英学塾の卒業と同時に文部省の英語教員検定試験に合格を認め

られる制度を整えた。梅子は女子英学塾の開校式にあたって次のよう

な式辞を述べた。 

今日から授業を始めることになりました。私がこの塾を開いた理由と塾

の目的について、少しく申し上げたいと思います。...本当の教育は立派

な校舎や設備か ゙なくてもできるこものであるということであ

ります。...真の教育には物質上の設備以上に、もっと大切なことか ゙あ

ると思います。それは一口に申せは ゙、教師の資格と熱心とそ

れに学生の研究心とであります。...真の教育は生徒の個性に従

って別々の取扱いをしなけれは ゙なりません。...将来英語教師の免

許状を得ようと望む人々のために確かな指導を与えたいというのが、少

なくとも塾の目的の一つであります。形こそ見る影もない小さなものであ

りますが、婦人になくてならぬものと考えまして、この塾を創立することに

いたしました。この目的を仕遂げるために、不束ながら私は全力を注い

で自分のベストを尽したいと存じます。...専門の学問を学ひ ゙ますと兎

角考へが狭くなるやうな傾があります。...英語を専門に研究し

て、英語の専門家にならうと骨折るにつけても、完たい婦人となるに必

要な他の事柄を忽せにしてはなりません27 

 



日本とエジプトにおける女子教育改革の一考察―津田梅子とナバウェーヤ・ムーサ―比較研究 

Safaa Nour 
     

 

 Fifty year - Vol. 109 March 2025 

 

56 

 

つまり梅子は「オールラウント ゙」な女性の育成を目指していた。つまりた

だ英語教員の育成だけではなく、様々な学問分野に関心を持ち、日

本女性の地位向上のために女性に高度な教養を与えることである。 

最後に梅子の結婚観を簡単に触れていきたい。彼女が独身の生活を

送ることにした。彼女にとって結婚よりも最も大切だったのは米国で収

得した知識を生かし、自国の女性の自立や向上を実現することである

。彼女が日本で女性の結婚が早く、それに結婚後、夫とその家族のた

めに献身的に働く以外にに目的なく、一生を終わってしまうと思った。さ

らに彼女が結婚に夢を持っていないということを示した27。 

4・2ナバウェーヤ・ムーサの思想 

1882年からイギリスの植民地主義支配の下に置かれたエジプトは、1

910年代、それに続く数十年間、政治的な混乱と反英運動の高揚の

時代となった。女性たちは、政治の舞台にもアクセスできるようになった

。ワフドというエジプトの主要政党の指導者であり、反植民地運動指

導者であったサアド・ザグルールの追放であった。これは1919年の革命の

引き金となった。エジプト女性も目に見える形で革命に参加した。著名
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な男性政治家に協力したり、主義主張を同じくする男性の政党を活

発に支援する女性政治組織のメンバーとなったり、また、上流階級と庶

民の女性の区別なく、男性と同様に公然とデモ行進を行った。女子学

校の生徒もデモに加わり、そしてストライキを行った。 

1920年に、庶民特に、女性の教育の必要性を主張した「教育の母」と

呼ばれているナバウィーヤ・ムーサーは、革命混乱に参加せずに、『女性と

労働』を著した。彼女が、国家の進歩は、デモや混乱に参加するより教

育普及によってなしとげると信じたからである。同書の中で、民族の進

歩の程度を女性の地位に関連づけ、男性による女性の支配も批判し

、これこそ民族の後進性をもたらしたのだと論じた。 

また彼女は、生殖機能を除いて、男女の間に違いはないと論じ、男女

同等論に対する反対意見に対しを次のように反論した。 

（１）肉体的に、男性が女性より強いから男性は女性より賢明であ

るというが、肉体と才能は、関係がない、それが本当であれば、世界中

の有名な賢人や哲学者たちの肉体が一番強いことになる。（2）男性

がより強いから女性を支配すべきであるという意見に対して、体格的に

女性が男性より小さくても、男性ができることは女性もできる。女性は

自立した存在であり、男女は同等に自力で生きていくことができる。）

女性が男性より弱いために「家庭」の中にいることが生来求められてい
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るという意見に対して、男性の間でも強弱はあり、女性は男性ができる

ことはできる。（4）女性は男性より精神力や知識力で劣っており、歴

史的に賢人は男性の方が女性より多いという意見に対しては、女性に

は賢人になる機会や教育が与えられなかっただけのことである。にもかか

わらず、世界の東西で、優れている女性の数が少なくなく、多くの賢い

婦人を列挙できる27。 

ナバウィーヤは、女性の社会進出や女性の労働の権利を主張した。女

性の労働を禁ずる慣習やこれを支持する論者を批判し、この弊習を一

掃するべきだと論じた。そして彼女は、女性の仕事は看護や教育に限ら

れるという見方を拒否し、国家にとってエジプト人の女性の医者や作者

、弁護士などが必要であると主張した。国の独立を勝ち取るため、これ

まで無視されてきた女性の教育は必要であり、社会の半分としての活

躍は不可欠であると述べた。 

そればかりかナバウィーヤは当時エジプト人女子の育て方を批判し、女

子の高等教育の必要性を論じて女子の高等教育に目を向けるように

訴えた。また、国家の独立や女性の自立のために、教育活動や著述

活動に巻き込んだだけではなく、1923年に創立されたエジプト女性連
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合（EFU）に参加して、エジプト人女性の代表が国際女性参政権同

盟のローマ国際会議に招待されて、EFUのシャアラーウィーと彼女の友人

であるセーザ・ナバラーウィーそしてナバウィーヤ・ムーサーから成る代表団が

このローマ会議に出席した

27。彼女たちは、そこで、「今、エジプト人女性は自分たちの権利を要求

し、自分のアイデンティティを模索している」と表明した。 

ナバウェーヤは独身の生活を選んで女性教育に一生を捧げた。貞操を

重じて結婚よりも女性の教育と思った彼女が自伝において、「結婚が

大嫌い、汚いものとみなす」と述べてい。 

５.津田梅子とナバウェヤ・ムーサの体験の類似点と相違点 

梅子とナバウェヤは二人とも自国の近代化の時期に登場した人物であ

る。二人とも自国の女性の向上を目指した。二人とも女性の教育の

変革を担って、女性向けの私立学校を設立した。両者の思想や体験

には類似点と相違点がある。梅子はアメリカの留学中、アメリカの女性

の状況や実態を観察した。女性の権利や女性の参政権を認めるアメ

リカの社会で11年間以上生活を送った。帰国した梅子は女性が男性

と同等に扱われる社会から男性が絶対権を握り、女性の男性に対す

る依存関係、法律上の男女の不平等な社会に移動したかのようであ

る。その上に、留学中母語を失った梅子が「文法もシステムもルールも

 



日本とエジプトにおける女子教育改革の一考察―津田梅子とナバウェーヤ・ムーサ―比較研究 

Safaa Nour 
     

 

 Fifty year - Vol. 109 March 2025 

 

60 

 

全くないように思える日本語をただ覚えることの難しさに途方に暮れてい

る

27」日本は自国でありながら、まさに「異文化」かのように受容した。日

本に帰ってカルチャーショックを受けた。さらに日本政府は国民大金を使

って梅子たちを留学させにもかかわらず、帰国した女性たちに仕事も紹

介せずに男子の留学生は帰国すれは ゙相応の地位を与えられた。

男性が海外の知識を役立たせる職務に就くことか ゙できていたが、

女子留学生には適当なポストが用意されていなかったのて ゙ある。

このような状況の中で梅子は困難な状況に置かれた自国の女性たちに

まともな教育機会を与えることを決意した。女子英学塾を創立に至っ

た。 

一方で、留学に恵まれなかったナバウェーヤは生まれる前父親を失った。

教育を受けていない文盲な母親は女性に教育を与えるのは良くないと

思い込んだ。親戚に従ってナバウェーヤを学校へ行かせなかった。ナバウェ

ーヤは学校を通っていた兄の勉強する姿を見て、朗読した詩を暗記した

。6歳から兄に読み書きを教われた。積極的に詩や小説を読んだナバウ

ェーヤは独学でアラビア語の文法を覚えた。そして上述のように女性教

育を反対する母親の意見に背いて13歳になってサニア学校に入った。

女性の教育や就業を反対するイギリスの植民地主義支配の下に置か

れた当時のエジプトの社会の中で彼女が苦労して女性の教育の道を
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開拓していった。女性のための学校も創設した。 

梅子は日本女性が自立し、活躍することが日本の発展に繋がると考え

た。    

ナバウェーヤは民族の進歩の程度を女性の地位に関連づけた。梅子は

、日本女性の地位の向上のために女子教育の必要性を痛感す

る。ナバウェーヤ二人とも自国の女性の問題を意識して女性教育の改

革のため、全力を尽した。二人とも、国家の建設に女性の役割は不可

欠であると唱えた。その上に、女性も男性も同等の権利を持つ世の中

に自国も変わっていくと主張した。 

面白いことにはナバウェーヤは1920年に出版した『女性と労働』には「日

本は資源が乏しい国なのに西洋を見習って女性の教育を重んじた。日

本の女性は化粧を軽んじ、学校へ通う、工場で働くようになった

27」と論じた。梅子とナバウェーヤの二人が教育省での仕事を退職し、女

性のための学校を創立した。二人とも結婚せずに一生独身で過ごし、

女性の教育に献身した。 

結論 

本研究て ゙は、津田梅子とナバウェーヤ・ムーサの生涯を検討し、次に両

者の功績を辿ることを通して彼女らの女性に対しての思想を明らかにし

た。さらに、彼女らの女性観や女性教育観を検討した。最後に両者の

思想の類似点と相違点を明らかにした。 
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梅子とナバウェーヤの二人の女性たちが19、20世紀の「近代化」のなか

にいきて女子教育に貢献した。梅子は日本人としてのアイデンティティを

保持ながらアメリカの長年の留学で摂取した先進的な考えは自国に導

入することを努力した。同様に反英運動を活躍し、エジプト人であること

に誇りに思ったナバウェーヤはエジプト人のアイデンティティを保持しながら

自国の女性を教育した。 

梅子とナバウェーヤは女性の権利、男女平等の思想、女性の職業教

育の必要性を強調した上、女性に対する期待は自分の生活を充実さ

せることである。つまり女性が主婦生活の道を選んだとしても学校で学

んだことを生かして社会の発展に尽力することである。このように、二人

とも女子教育の先駆者としてその名を残すことになったのである 

最後に、今年、日本の政府は、日本紙幣のデザインを一新すると発表

した。五千円札には「津田梅子」の顔を載せることになった。日本女子の

教育に全力尽くした梅子を表彰した日本政府と同様にエジプト政府はエ

ジプト人女子教育に貢献したナバウェーヤ・ムーサの顔もエジプト弊紙に載

せるのをお願い申し上げる。 
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 ستخلصالم

عندما ننظر للفرص التعليمية بين البنات والبنين في العصر الحالي قد لا نجد 
فوارق جوهرية بين الجنسين في فرص التعليم في مصر واليابان في المراحل التعليمية 

سواء في مراحل التعليم الإلزامية أو المراحل اللاحقة بها سواء الثانوية أو حتى المختلفة 
التعليم العالي. ولكن لم يكن الأمر كذلك في العصر الحديث لم تتمتع الفتيات بنفس 
الفرص التعليمية المتساوية مع البنين، خاصة في المرحلة الأولية التي تم فيها إدخال نظام 

نت معدلات التحاق الفتيات بالتعليم الابتدائي منخفضة جدًا. وكانت التعليم الحديث، كا
الفرص المتاحة لهن في التعليم الثانوي محدودة. وكان عدد النساء اللاتي يتلقين التعليم 
العالي قريبًا من الصفر. وفي ظل هذا الوضع، ظهرت نبوية موسى من مصر وتسودا 

ن من أجل تحسين تعليم الفتيات، حيث قامتا أوميكو من اليابان وكرّسن حياتهما وكافح
بإنشاء مدارس خاصة للفتيات في بلديهما ودعم تعليم الفتيات طوال حياتهن. تهدف هذه 
الدراسة إلى تسليط الضوء على حياة نبوية وأمويكو وأفكارهما وجهودهما في دعم تعليم 

 اريخ الحديث.الفتيات، وتوضيح أوجه التشابه والاختلاف بين تجربتيهما في الت
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